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９月１日（月）から９月２６日（金）の４週間、本校の卒業生

で現在大学３年生の加藤先生が教育実習生として、本校に勤務さ

れています。

1学期に引き続き、本校の卒業生の方がこのように母校に来て研修を積まれることは、

本当にうれしいことです。また、子どもたちにとっても憧れの先輩です。加藤先生は、

主に３年生の学級に入り、実習授業なども行います。３年生も大喜びです。

４週間という短い間ですが、たくさんのことを研修してほしいと思います。

９月４日（木）から６日（土）までの２泊３日で、５年生と

６年生は那須甲子青少年自然の家で宿泊学習をしました。

初日は、茶臼岳登山の体験をしました。バスに乗る前の出発式で、代表の西尾君から、

「日頃朝から校庭を走って体力をつけてきた成果を生かす時が来ました」という言葉が

ありました。言葉通り５・６年生は、とてもがんばりました。中には、あまり体を動か

すのが得意でない人もいましたが、同じ班の人が励ましたり、押してあげたりする姿が

見られ、さすが御代田の子どもたちだと思いました。全員が頂上まで登ることができ、

雲海を見渡し感動に浸りました。

自然の家では、食事や入浴など家庭とは違う雰囲気の中、最初

の内は戸惑う子どももいたものの、さすが４年生の時も郡山自然

の家で体験しているだけあって、班できちんとした生活ができて

いるようでした。

那須甲子は、本校のほかに多くの小学生はもとより、大学生や社会人、留学生などの

団体もいっしょに研修をしていました。そういった人たちと一緒でも、元気にあいさつ

をしたり、集いの時には原稿も見ずに学校の話をしたりと、とても立派でした。

こういったことは、急にできるわけはなく、日頃の学校生活や家庭生活の中で培われ

たものなのだと思います。

班ごとに行った野外炊飯やキャンプファイアーの出し物などでは、次々に発生するト

ラブルを何とか乗り越え、楽しく終えることができたようです。

最終日は、退所した後、まほろん（福島県文化財センター）で歴史の学習をしてきま

した。学校の近くにも大安場古墳という立派な施設もありますが、こちらも様々な時代

が体験できる１日中楽しめる所でした。

これらの体験が今後の学習に生かされればと思います。



市内の実態調査の結果を受けての子どもへの健康面での心配は、学校だよりの、８月

２９日号でもお伝えしたとおりです。

さらに、心配なことがあります。今回の調査は対象が５・６年生だけでした。そのう

ちの約１３００名の子どもがメールやラインを使っていることがわかり、調査をしてい

ない学校や学年もあるので、実態はもっと多いようです。傾向として、大規模・小規模

といった学校差はほとんどないそうです。

何が問題なのでしょうか。

ネット関係のトラブルがあった児童が報告されています。ラインの仲間外れや悪口、

さらには多額の請求を受けた児童もいるそうです。家庭の問題と責任で携帯やＰＣは使

用すべきものですが、ライン等は複数の児童が関係しているため、学校にも影響が及ぶ

ことがあります。ライン等の状況は当事者同士にしか見えない部分が多く、保護者の方

から相談を受けた時には、問題が大きくなっているのが現状のようです。

繰り返しますが、上手に使えばとても便利な機器であっても、長時間の利用で健康生

活にも影響がおよび、さらには進学や就職にも影響する他、いやな思いをするトラブル

に巻き込まれるリスクがあることを充分に考慮し、家庭で使い方を充分に話し合ってい

ただきたいと思います。

学校教育全体を通しても、情報モラルや健康教育について指導する体制を整える必要

もあるようです。

LINE の問題点
① 10 分以内に返信しないと無視したとみなされる 10分ルールがあるため生活習慣が乱れます。

② 登録したメンバーに一斉に指示や悪口、拡散すべきでない画像などが簡単に共有できてしまいます。

③ 承認したメンバーだけで会話できますが、自分の意思で参加したり辞めたりできないのが実際です。

   辞めるといういことは友だちではなくなるという捉え方をされるため、いじめが発生しやすくなり

ます。（仲間意識を悪用し、被害者を逃さない）        〔参考文献〕 日本教育９月号

月  日 曜日 行     事 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

９月１５日 月 ○敬老の日 作文発表・合唱発表 ・ ・ ・ ・ ・ ・

   １６日
火

○集会活動

○特設陸上練習（４～６年）

５ ５ ５ ６ ６ ６

   １７日 水 ○水泳記録会（下学年） ５ ５ ５ ６ ６ ６

   １８日 木
○リディア先生来校

○特設陸上練習（４～６年）

４ ５ ５ ６ ６ ６

   １９日 金 ○祖父母参観・講座 ２～３校時

○食育講座 ４年生

○特設陸上練習（４～６年）

５ ５ ５ ６ ６ ６

   ２０日 土 ○週休日 ・ ・ ・ ・ ・ ・

   ２１日 日 〇週休日 ・ ・ ・ ・ ・ ・


